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巻
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岩
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収
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章 

精
神
医
学
的
定
義 

  
IC

D
-1

0
 

： 
F

5
2
 

性
機
能
不
全
、
器
質
性
障
害
又
は
疾
病
に
よ
ら
な
い

も
の 

(S
e
x
u

a
l 

d
y
sfu

n
ctio

n
, 

n
o
t 

ca
u

se
d

 
b

y
 

o
rg

a
n

ic 
d

iso
rd

e
r 

o
r 

d
ise

a
se

) 

 
IC

D
-1

0
 

： 
F

5
3
 

産
じ
ょ
く<

褥>

に
関
連
し
た
精
神
及
び
行
動
の
障
害
，

他
に
分
類
さ
れ
な
い
も
の 

(M
e
n

ta
l 

a
n

d
 

b
e
h

a
v
io

u
ra

l 
d

iso
rd

e
rs 

a
sso

cia
te

d
 w

ith
 th

e
 p

u
e
rp

e
riu

m
, n

o
t e

lse
w

h
e
re

 cla
ssifie

d
) 

 
IC

D
-1

0
 

： 
F

6
4
 

性
同
一
性
障
害 

(G
e
n

d
e
r id

e
n

tity
 d

iso
rd

e
rs) 

 
IC

D
-1

0
 

： 
F

6
5
 

性

嗜
好

の

障
害 

(D
iso

rd
e
rs 

o
f 

se
x
u

a
l 

p
re

fe
re

n
ce

) 

 
IC

D
-1

0
 

： 
F

6
6
 

性
発
達
及
び
方
向
づ
け
に
関
連
す
る
心
理
及
び
行
動

の
障
害 

(P
sy

ch
o
lo

g
ica

l a
n

d
 b

e
h

a
v
io

u
ra

l d
iso

rd
e
rs a

sso
cia

te
d

 w
ith

 

se
x
u

a
l d

e
v
e
lo

p
m

e
n

t a
n

d
 o

rie
n

ta
tio

n
) 

 
D

S
M

-IV
-T

R
 

： 
1
1
 

性
障
害
及
び
性
同
一
性
障
害 

(S
e
x
u

a
l 

a
n

d
 

G
e
n

d
e
r Id

e
n

tity
 D

iso
rd

e
rs) 

 
M

e
d

lin
e
P

lu
s 

0
0

1
5

2
7

, 
M

e
S

H
 

D
0

0
5

7
8
3
 

： 

性
同
一
性
障
害 

(G
e
n

d
e
r Id

e
n

tity
 D

iso
rd

e
rs / G

e
n

d
e
r D

y
sp

h
o
ria

) 

 
M

e
S

H
 D

0
1
0

2
6
2
 

： 

性
的
倒
錯 

(P
a

ra
p

h
ilia

s) 

  

第
二
章 

精
神
医
学
的
定
義
の
概
要 

  

性
関
連
障
害
は
、W

H
O

（IC
D

）
と

A
P

A

（D
S

M

）
と
で
見
解
が
最
も
大

き
く
異
な
る
精
神
・
行
動
の
障
害
の
一
群
で
あ
る
。 

 

ま
ず
、
性
関
連
障
害
は
共
通
し
て
、
大
き
く
「
性
機
能
不
全
」
、「
性
嗜
好
の

障
害
」
、「
性
同
一
性
障
害
」
の
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
性
機
能
不
全
は
、
性
欲

欠
如
、
性
器
反
応
不
全
、
オ
ル
ガ
ズ
ム
機
能
不
全
、
腟
痙
な
ど
を
含
み
、
性
嗜

好
の
障
害
（
性
欲
倒
錯
）
は
、
フ
ェ
テ
ィ
シ
ズ
ム
、
露
出
症
、
サ
ド
マ
ゾ
ヒ
ズ

ム
な
ど
を
含
む
。
性
同
一
性
障
害
は
、
広
義
の
性
同
一
性
障
害
、
性
転
換
症
を

含
む
が
、
小
児<

児
童>

の
性
同
一
性
障
害
と
若
年
・
成
人
の
性
同
一
性
障
害
と

が
区
別
さ
れ
る
点
で
は
、
各
分
類
間
で
違
い
は
な
い
。 

 

た
だ
し
、IC

D

で
は
、
性
機
能
不
全
は
、
摂
食
障
害
や
睡
眠
障
害
と
共
に

「F
5

0
-F

5
9
 

生
理
的
障
害
及
び
身
体
的
要
因
に
関
連
し
た
行
動
症
候
群
」
の

下
位
分
類
で
あ
り
、
性
嗜
好
の
障
害
と
性
同
一
性
障
害
は
、
人
格
障
害
や
病
的

賭
博
・
放
火
・
窃
盗
な
ど
と
共
に
「F

6
0

-F
6

9
 

成
人
の
人
格
及
び
行
動
の
障
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害
」
の
下
位
分
類
で
あ
る
。 

 
D

S
M

は
、IC

D

に
比
べ
れ
ば
時
代
の
流
れ
に
即
し
た
分
類
・
基
準
と
な
っ
て

い
る
が
、
主
に
「
性
機
能
不
全
」
と
そ
う
で
は
な
い
「
性
的
倒
錯
」
の
二
つ
を

合
わ
せ
て
単
に
「
性
障
害
」
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
が
多
く
、「
性
同
一
性
障
害
」

は
こ
れ
ら
の
い
ず
れ
と
も
異
な
る
障
害
で
あ
る
と
し
て
い
る
。 

 
IC

D

で
は
、
性
機
能
不
全
を
性
嗜
好
の
障
害
と
性
同
一
性
障
害
か
ら
区
別
す

る
姿
勢
が
優
先
的
で
あ
っ
て
、D

S
M

で
は
、
ま
ず
性
関
連
障
害
を
一
括
し
て
総

合
的
に
扱
い
、
次
に
性
同
一
性
障
害
を
他
の
性
関
連
障
害
か
ら
区
別
す
る
姿
勢

が
優
先
的
で
あ
る
。 

 

性
同
一
性
障
害
は
、
身
体
の
性
、
性
自
認
、
性
指
向
な
ど
の
組
み
合
わ
せ
に

よ
っ
て
い
く
つ
も
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
分
か
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
全
て
翻
訳

語
・
翻
訳
概
念
で
あ
っ
て
、
今
な
お
原
語
を
正
確
に
反
映
し
て
い
る
と
は
言
い

難
い
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
要
素
の
う
ち
、
い
ず
れ
が
先
天
的
な
い
し
生
得
的

な
因
子
で
い
ず
れ
が
後
天
的
な
い
し
学
習
的
な
因
子
で
あ
る
か
が
決
定
さ
れ
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
い
ず
れ
が
器
質
的
な
因
子
で
い
ず
れ
が
非
器
質

的
な
因
子
で
あ
る
か
も
決
定
さ
れ
て
い
な
い
。 

 

逆
に
、
男
性
の
多
く
の
勃
起
不
全
の
よ
う
に
、
身
体
の
器
質
的
な
異
常
が
な

い
ま
ま
、
日
常
生
活
に
お
け
る
神
経
症
性
の
ス
ト
レ
ス
や
不
安
症
状
が
主
要
な

原
因
と
な
っ
て
い
る
性
障
害
も
存
在
す
る
た
め
、
時
代
に
柔
軟
に
対
応
可
能
で

あ
る
の
は
、
や
は
りD

S
M

の
ほ
う
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

い
わ
ゆ
る
同
性
愛
、
両
性
愛
、
無
性
愛
は
、
性
関
連
障
害
に
は
含
ま
れ
な
い

と
さ
れ
て
い
る
。 

 

 

第
三
章 

女
性
の
性
の
三
つ
の
側
面 

  

性
犯
罪
・
性
的
虐
待
の
加
害
者
の
性
差
を
見
る
と
、
電
車
内
で
知
人
男
性
と

協
力
し
て
痴
漢
を
で
っ
ち
上
げ
た
り
、
我
が
子
や
そ
の
他
の
幼
児
・
児
童
（
男

児
・
女
児
の
両
方
を
含
む
）
の
下
着
を
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
売
っ
た
り
す

る
な
ど
の
、
暴
力
を
伴
わ
な
い
性
犯
罪
・
性
的
虐
待
の
件
数
を
全
て
合
算
す
る

と
、
男
女
間
に
有
意
な
差
は
見
当
た
ら
な
い
も
の
の
、
レ
イ
プ
・
性
暴
力
な
ど

の
重
大
な
性
犯
罪
に
つ
い
て
は
、
今
な
お
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
男
性
に
よ
る
も
の

で
あ
る
と
言
え
る
。
性
関
連
障
害
を
考
え
る
際
に
、
ま
ず
は
「
性
の
不
均
衡
」

と
い
う
観
点
か
ら
「
女
性
の
性
」
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
は
極
め
て
重
要
で
あ

る
。 

 

こ
こ
で
は
、
女
性
の
性
の
三
つ
の
側
面
に
つ
い
て
考
え
る
。
主
に
「
性
嗜
好

の
障
害
」
や
「
性
的
倒
錯
」
に
関
す
る
内
容
で
あ
る
が
、「
解
離
性
障
害
」
や
「
パ

ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
障
害
」
と
も
深
く
関
連
し
て
い
る
。 

  

●
Ａ
「
自
己
と
社
会
と
の
関
係
性
の
問
題
と
し
て
の
女
性
の
性
」・
・
・
性
道

徳
・
性
倫
理
や
、
そ
れ
を
守
る
た
め
の
防
衛
反
応
の
結
果
と
し
て
の
解
離
性
障

害
・P

T
S

D

・
複
雑
性P

T
S

D

・
離
人
症 

 

●
Ｂ
「
被
害
者
と
し
て
の
女
性
の
性
」・
・
・
性
虐
待
・
性
暴
力
・
強
姦
・
準

強
姦
・
強
制
わ
い
せ
つ
・
セ
ク
ハ
ラ
・
マ
タ
ハ
ラ
な
ど 

 

●
Ｃ
「
オ
ン
ナ
・
雌
と
し
て
の
女
性
の
性
」・
・
・
性
欲
・
性
嗜
好
・
ニ
ン
フ

ォ
マ
ニ
ア
・
サ
ド
マ
ゾ
願
望
・
被
痴
漢
願
望
・
被
レ
イ
プ
願
望
・
エ
ロ
グ
ロ
・
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ロ
リ
ー
タ
趣
味
な
ど 

  

こ
の
う
ち
、
現
代
の
性
被
害
女
性
の
防
衛
反
応
・
悲
嘆
反
応
と
し
て
最
も
典

型
的
な
例
は
、
Ａ
の
よ
う
な
自
己
と
倫
理
と
を
持
つ
女
性
が
Ｂ
の
被
害
に
よ
っ

て
自
己
と
倫
理
を
侵
さ
れ
、
Ａ
の
よ
う
な
心
や
脳
の
症
状
を
発
症
す
る
パ
タ
ー

ン
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
性
被
害
を
受
け
た
苦
悩
や
被
害
体
験
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ

バ
ッ
ク
へ
の
恐
怖
か
ら
、
被
害
体
験
を
忘
れ
よ
う
と
し
た
り
覆
い
隠
そ
う
と
し

た
り
し
て
主
治
医
な
ど
の
第
三
者
に
報
告
し
な
い
（
で
き
な
い
）
場
合
も
多
く
、

性
被
害
の
実
態
が
判
然
と
し
な
い
一
因
と
な
っ
て
い
る
。 

 

現
在
で
は
、
解
離
性
障
害
・
離
人
症
・P

T
S

D

・
複
雑
性

P
T

S
D

な
ど
は
神

経
症
性
障
害
に
近
い
か
、
ま
た
は
そ
の
仲
間
だ
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
が
、
こ
れ
ら
神
経
症
性
障
害
の
出
方
は
生
育
・
生
活
環
境
に
よ
っ
て
全
く

異
な
る
。
す
な
わ
ち
、
Ａ
の
前
半
の
よ
う
な
自
己
の
確
立
・
性
倫
理
が
見
ら
れ

な
い
部
族
社
会
や
文
化
圏
で
は
、
Ａ
の
後
半
の
よ
う
な
症
状
の
女
性
の
報
告
は

少
な
い
。
Ａ
の
道
徳
・
倫
理
と
防
衛
反
応
は
、「
自
己
と
社
会
と
の
関
係
性
」
を

意
識
し
た
女
性
に
し
か
表
れ
な
い
も
の
と
し
て
表
裏
一
体
の
も
の
で
あ
る
と
言

え
る
。 

 

た
だ
し
、
ア
フ
リ
カ
の
部
族
社
会
に
残
る
強
制
的
な
女
子
割
礼
の
儀
式
な
ど
、

現
代
の
国
際
的
な
人
権
意
識
・
性
倫
理
・
衛
生
観
念
に
照
ら
し
て
問
題
視
さ
れ

て
い
る
文
化
風
習
に
つ
い
て
は
、
性
的
虐
待
の
一
種
と
見
て
、
被
害
女
児
の
解

離
性
障
害
・P

T
S

D

・
複
雑
性P

T
S

D

・
離
人
症
な
ど
の
発
症
の
実
態
を
調
査
す

る
意
義
は
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

現
代
の
先
進
国
の
女
性
の
多
く
は
、
た
と
え
Ｂ
の
被
害
経
験
が
な
く
と
も
、

義
務
教
育
期
に
性
教
育
を
受
け
た
り
性
犯
罪
・
性
的
虐
待
事
件
を
ニ
ュ
ー
ス
な

ど
で
知
っ
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
Ａ
の
よ
う
な
性
道
徳
・
性
倫
理
を
獲
得

し
て
お
り
、
解
離
性
障
害
やP

T
S

D

ほ
ど
で
は
な
く
と
も
、
性
犯
罪
・
性
的
虐

待
に
対
し
て
は
強
い
抵
抗
感
と
防
衛
反
応
・
悲
嘆
反
応
を
自
覚
す
る
の
が
普
通

で
あ
る
と
言
え
る
。 

 

し
か
し
、
Ａ
の
よ
う
な
性
倫
理
や
心
的
外
傷
を
得
て
い
て
も
、
Ｂ
の
経
験
を

主
張
す
る
女
性
が
本
当
に
Ｂ
の
経
験
を
持
っ
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。
解
離
性

障
害
の
ペ
ー
ジ
で
も
解
説
し
た
よ
う
に
、
稀
に
虚
偽
記
憶
と
言
っ
て
、
痴
漢
や

レ
イ
プ
を
さ
れ
た
と
妄
想
と
幻
覚
の
中
で
訴
え
て
解
離
す
る
女
性
も
い
る
。
男

性
で
は
、
こ
の
よ
う
な
性
被
害
の
捏
造
・
虚
言
の
報
告
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な

い
。（
た
だ
し
、
虚
偽
記
憶
に
よ
る
解
離
の
場
合
も
、
性
犯
罪
事
件
を
ニ
ュ
ー
ス

で
見
た
り
友
人
が
痴
漢
さ
れ
る
の
を
目
撃
し
た
り
し
た
な
ど
、
前
も
っ
て
何
ら

か
の
ト
リ
ガ
ー
が
あ
る
こ
と
が
多
い
。） 

 

【
参
考
】 

◆
解
離
性
障
害
（
特
に
「
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
症
候
群
・
リ
マ
症
候
群
」
の
項
を

一
読
さ
れ
た
い
。） 

  

ま
た
、
Ｂ
の
よ
う
な
被
害
を
受
け
て
も
、
Ａ
の
前
半
の
よ
う
な
道
徳
・
倫
理

を
獲
得
し
て
い
な
か
っ
た
り
、
Ｃ
が
強
か
っ
た
り
す
る
女
性
で
は
、
Ａ
の
後
半

の
一
連
の
神
経
症
性
障
害
の
症
状
は
見
ら
れ
な
い
。
稀
に
、
レ
イ
プ
・
性
的
暴

行
中
の
抵
抗
の
断
念
や
意
図
せ
ぬ
性
的
絶
頂
感
な
ど
に
よ
っ
て
、
再
度
の
レ
イ

プ
・
性
的
倒
錯
行
為
に
対
し
て
無
抵
抗
・
無
感
情
と
な
っ
た
り
、
そ
れ
ら
の
行
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為
を
加
害
者
に
対
し
て
自
ら
要
求
し
た
り
、
加
害
者
に
結
婚
を
申
し
込
ん
だ
り

す
る
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
障
害
に
至
る
女
性
も
存
在
す
る
。 

 

も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
自
虐
的
・
自
己
敗
北
的
な
行
動
を
積
極
的
に
選
択
す
る

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
障
害
は
、
現
在
で
は
「
特
定
不
能
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー

障
害
」
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
か
つ
て
は
「
自
己
敗
北

性
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
障
害
」
や
「
マ
ゾ
ヒ
ス
テ
ィ
ッ
ク
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー

障
害
」
と
呼
ば
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

 

【
参
考
】 

◆
人
格
（
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
）
障
害 

  

当
初D

S
M

-III-R

の
付
録
に
掲
載
さ
れ
た
こ
の
自
己
敗
北
性
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ

ィ
ー
障
害
（
マ
ゾ
ヒ
ス
テ
ィ
ッ
ク
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
障
害
）
は
、D

S
M

-IV

や
そ
の
後
継
で
あ
る

D
S

M
-IV

-T
R

の
作
成
に
あ
た
り
、
診
断
分
類
の
正
式
な

創
設
が
提
唱
さ
れ
た
も
の
の
、
こ
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
障
害
概
念
そ
の
も
の

が
男
性
視
点
か
ら
の
女
性
性
に
対
す
る
侮
蔑
的
な
定
式
化
で
あ
る
と
す
る
フ
ェ

ミ
ニ
ス
ト
団
体
な
ど
か
ら
の
批
判
を
受
け
て
断
念
さ
れ
た
。 

 

こ
の
背
景
に
は
、
Ｄ
Ｖ
や
性
的
暴
行
を
受
け
な
が
ら
も
夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
の

男
性
に
生
計
を
頼
っ
た
り
離
婚
を
要
求
し
た
り
し
な
い
女
性
が
人
格
（
パ
ー
ソ

ナ
リ
テ
ィ
ー
）
に
障
害
の
あ
る
者
と
見
な
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
へ
の
、
フ
ェ
ミ

ニ
ス
ト
ら
の
強
い
懸
念
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

し
か
し
、
こ
う
い
っ
た
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
に
お
い
て
、
上
記
の
女
性
の
性
の
三

つ
の
側
面
の
う
ち
の
Ｃ
の
視
点
が
欠
落
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
性
嗜
好

の
障
害
や
性
的
倒
錯
の
傾
向
の
強
い
自
虐
的
な
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
障
害
と
し

て
「
自
己
敗
北
性
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
障
害
」
を
診
断
分
類
と
し
て
設
け
て
お

く
こ
と
は
、
か
え
っ
て
被
害
女
性
の
性
的
倒
錯
的
逸
脱
行
動
が
必
ず
し
も
当
該

女
性
が
自
ら
望
む
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
的
確
に
主
張
す
る
た
め
の
助
け
と
な

る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

む
ろ
ん
、
現
在
で
は
、
被
害
女
性
が
た
と
え
性
被
害
に
歓
喜
し
た
り
陶
酔
し

た
り
し
た
と
し
て
も
、
加
害
者
が
刑
法
犯
と
し
て
法
的
処
罰
を
受
け
る
の
は
当

然
で
あ
る
。
し
か
し
、
Ｂ
と
Ａ
の
関
係
が
女
性
個
々
人
の
「
自
己
の
あ
り
方
」

と
「
自
己
に
よ
る
受
け
止
め
方
」
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
現
状
に
は
、
十
分

に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。 

 

同
程
度
の
レ
イ
プ
被
害
や
痴
漢
被
害
に
遭
っ
た
と
し
て
、
男
性
恐
怖
が
一
生

涯
続
く
ほ
ど
の
心
的
外
傷
を
負
っ
た
女
性
も
い
れ
ば
、
特
に
心
的
外
傷
な
く
翌

日
も
平
常
通
り
通
勤
で
き
て
い
る
女
性
も
い
る
の
が
、
皮
肉
に
も
現
実
社
会
で

あ
る
と
言
え
る
。
し
ば
し
ば
円
滑
に
「
示
談
」
が
成
立
し
て
し
ま
う
の
も
、
そ

の
た
め
で
あ
る
。 

 

ま
た
、
Ａ
の
よ
う
な
道
徳
・
倫
理
を
持
っ
て
い
る
女
性
で
も
、
Ｃ
の
よ
う
な

個
人
的
・
秘
密
的
な
性
嗜
好
を
持
つ
被
害
女
性
は
多
く
存
在
す
る
し
、
Ｂ
の
よ

う
な
被
害
に
遭
っ
た
あ
と
に
Ａ
の
よ
う
な
症
状
の
重
症
化
の
方
向
を
見
せ
ず
に

Ｃ
が
目
覚
め
る
被
害
女
性
も
存
在
す
る
。 

 

あ
る
い
は
、
解
離
性
同
一
性
障
害
に
陥
っ
て
い
る
女
性
は
、「
人
格
」
ご
と
に

Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
の
あ
り
方
が
異
な
っ
て
い
る
場
合
が
多
く
、
Ｃ
を
持
つ
破
天
荒
な

人
格
の
際
に
援
助
交
際
を
行
い
、
通
学
・
通
勤
の
際
に
は
Ａ
の
倫
理
と
症
状
を

持
つ
控
え
め
な
人
格
に
戻
っ
て
い
る
女
性
も
い
る
。
自
己
敗
北
性
パ
ー
ソ
ナ
リ
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テ
ィ
障
害
の
性
的
倒
錯
行
動
も
こ
れ
に
類
似
し
て
お
り
、
よ
り
安
全
な
選
択
肢

が
あ
っ
て
も
自
ら
の
精
神
的
・
身
体
的
・
性
的
破
滅
を
導
く
道
を
選
択
す
る
。 

 

性
被
害
に
遭
っ
た
発
達
障
害
・
学
習
障
害
の
女
性
に
お
い
て
も
、
解
離
性
障

害
・P

T
S

D
・
不
安
障
害
な
ど
を
発
症
す
る
こ
と
が
あ
る
ほ
か
、
男
性
恐
怖
か
ら

性
的
倒
錯
ま
で
様
々
な
症
状
の
表
れ
方
を
す
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
女
性
の
性
の
あ
り
方
は
多
種
多
様
に
な
っ
て
い
る
。
性
被
害

を
受
け
た
全
て
の
女
性
が
解
離
性
障
害
・P

T
S

D

・
不
安
障
害
な
ど
を
発
症
す
る

の
で
あ
る
か
ら
一
律
に
治
療
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
適
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

っ
た
思
い
込
み
も
、
ま
た
不
適
切
な
女
性
蔑
視
な
の
で
あ
っ
て
、
性
関
連
障
害

や
自
己
敗
北
性
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
障
害
、
中
で
も
ニ
ン
フ
ォ
マ
ニ
ア
・
サ
ド

マ
ゾ
願
望
・
被
痴
漢
願
望
・
被
レ
イ
プ
願
望
な
ど
の
性
嗜
好
の
障
害
や
性
的
倒

錯
を
発
症
す
る
女
性
も
一
定
程
度
お
り
、
そ
う
い
っ
た
女
性
に
対
し
て
は
ま
た

別
の
対
応
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

  

第
四
章 

罹
患
者
と
の
個
人
的
交
流 

  

い
わ
ゆ
る
男
女
の
二
大
性
に
当
て
は
ま
ら
な
い
性
の
あ
り
方
へ
の
私
の
関
心

は
、
性
障
害
及
び
性
同
一
性
障
害
よ
り
も
、
遺
伝
的
な
疾
患
（
タ
ー
ナ
ー
症
候

群
、
ク
ラ
イ
ン
フ
ェ
ル
タ
ー
症
候
群
）
へ
の
関
心
に
始
ま
っ
た
。
後
者
は
、「
否

応
な
し
に
与
え
ら
れ
た
遺
伝
的
宿
命
」
で
あ
る
と
い
う
点
で
、
性
障
害
や
性
同

一
性
障
害
に
ま
つ
わ
る
上
記
の
よ
う
な
見
解
の
相
違
（
内
因
・
外
因
・
心
因
を

巡
る
議
論
な
ど
）
が
起
こ
り
よ
う
が
な
く
、
か
え
っ
て
安
心
し
て
見
て
い
ら
れ

た
。 

 

現
在
で
は
、
性
同
一
性
障
害
の
定
義
に
該
当
す
る
方
々
と
の
交
流
も
増
え
て

き
て
い
る
。
今
後
、
性
同
一
性
障
害
に
つ
い
て
は
、
時
代
の
流
れ
も
あ
っ
て
、

心
因
的
・
倒
錯
的
な
障
害
と
見
る
動
き
は
ほ
と
ん
ど
消
え
て
い
く
と
考
え
ら
れ

る
が
、IC

D

に
お
け
る
性
関
連
障
害
や
、D

S
M

に
お
け
る
性
障
害
の
概
念
に
相

当
す
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

い
ず
れ
に
せ
よ
、
性
同
一
性
障
害
は
、
性
機
能
不
全
で
も
性
的
倒
錯
で
も
な

い
が
、
精
神
及
び
行
動
の
障
害
の
一
つ
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
心
因
・
外
因
（
親

の
偏
向
し
た
教
育
へ
の
服
従
、
レ
イ
プ
被
害
、
頭
部
外
傷
な
ど
）
に
よ
っ
て
性

同
一
性
障
害
と
な
る
ケ
ー
ス
（
遺
伝
的
・
生
得
的
な
原
因
が
発
見
さ
れ
な
い
ケ

ー
ス
）
を
取
り
こ
ぼ
さ
な
い
た
め
の
措
置
に
も
な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

「
性
同
一
性
障
害
は
、
全
て
本
人
の
遺
伝
的
・
生
得
的
な
要
因
か
ら
生
じ
る
も

の
で
、
い
か
な
る
場
合
も
治
療
を
施
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
誤
解
さ
れ
て
い
る

ケ
ー
ス
も
多
い
と
思
う
。 

 

そ
れ
に
、
性
同
一
性
障
害
の
扱
い
方
は
、
欧
米
主
導
の
疾
病
分
類
改
定
に
際

し
、
キ
リ
ス
ト
教
保
守
派
・
カ
ト
リ
ッ
ク
勢
力
と
人
権
団
体
・
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム

勢
力
の
ど
ち
ら
の
意
向
が
大
き
く
は
た
ら
く
か
に
よ
っ
て
、
容
易
に
変
わ
っ
て

く
る
だ
ろ
う
。
性
同
一
性
障
害
や
同
性
婚
の
扱
い
に
つ
い
て
現
在
世
界
的
に
最

も
革
新
的
で
あ
る
の
は
、
北
欧
各
国
や
オ
ラ
ン
ダ
な
ど
、
カ
ト
リ
ッ
ク
原
理
主

義
的
な
教
義
か
ら
距
離
の
あ
る
国
と
な
っ
て
い
る
。 

 
ま
た
、
日
本
に
お
い
て
も
、
保
守
勢
力
と
中
道
左
派
・
革
新
勢
力
と
の
間
、

あ
る
い
は
所
属
政
党
・
団
体
に
関
係
な
く
個
々
人
の
間
で
見
解
が
大
き
く
異
な

る
精
神
疾
患
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。 
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さ
て
、
性
関
連
障
害
に
ま
つ
わ
る
探
究
の
中
で
、
私
が
最
も
多
く
交
流
し
て

き
た
の
は
、
援
助
交
際
・
売
春
に
身
を
投
げ
て
き
た
十
代
・
二
十
代
の
女
性
で

あ
る
。
中
に
は
二
十
歳
前
後
ま
で
に
百
人
近
く
の
男
性
と
関
係
を
持
っ
た
女
性

が
数
名
い
た
。
親
や
姉
に
当
た
る
女
性
の
方
々
の
多
く
は
、
こ
れ
ら
の
女
性
を

「
た
だ
の
異
常
な
セ
ッ
ク
ス
好
き
」
、「
性
的
倒
錯
」
だ
と
し
て
見
放
し
て
い
る
。 

 

確
か
に
、
こ
の
よ
う
な
女
性
を
性
的
倒
錯
女
性
と
見
な
す
立
場
も
あ
る
だ
ろ

う
。
性
的
倒
錯
に
つ
い
て
は
、
露
出
症
や
窃
視
症
や
レ
イ
プ
の
よ
う
に
、
男
女

の
二
大
性
の
い
ず
れ
か
に
「
極
め
て
強
く
」
該
当
す
る
者
に
よ
る
趣
味
・
嗜
好
・

犯
罪
が
多
い
の
で
あ
り
、
そ
の
場
合
、
む
し
ろ
性
同
一
性
障
害
者
の
悩
み
と
は

全
く
対
極
に
あ
る
と
言
え
る
し
、
自
分
か
ら
好
き
好
ん
で
援
助
交
際
を
お
こ
な

っ
て
い
る
女
性
も
い
る
だ
ろ
う
。
い
つ
の
時
代
も
需
要
と
供
給
の
両
方
が
絶
え

る
こ
と
の
な
か
っ
た
産
業
の
筆
頭
が
こ
の
性
産
業
で
あ
り
、
あ
る
い
は
産
業
で

さ
え
な
か
っ
た
原
始
の
乱
交
の
時
代
を
、
我
々
人
類
は
動
物
と
し
て
経
験
し
て

き
た
わ
け
で
あ
る
。 

 

し
か
し
、
少
な
く
と
も
私
が
交
流
し
て
き
た
こ
れ
ら
の
女
性
を
見
る
限
り
、

彼
女
た
ち
の
援
助
交
際
・
売
春
は
、「
性
的
倒
錯
」
や
「
性
嗜
好
の
障
害
」
な
ど

で
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
。 

 

こ
れ
ら
の
女
性
は
、
子
供
の
頃
に
産
み
の
親
、
育
て
の
親
、
実
の
姉
な
ど
か

ら
虐
待
を
受
け
た
り
捨
て
子
に
出
さ
れ
た
り
売
ら
れ
た
り
し
て
い
る
な
ど
、
近

親
者
の
愛
情
と
承
認
を
受
け
て
い
な
い
女
性
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
以
上
、
自

ら
の
趣
味
嗜
好
で
サ
ド
マ
ゾ
ヒ
ズ
ム
行
為
に
傾
倒
し
た
り
、
報
酬
欲
し
さ
か
ら

成
人
向
け
ビ
デ
オ
出
演
な
ど
に
傾
倒
し
て
い
る
、「
精
神
医
学
が
救
う
必
要
が
な

く
、
自
己
責
任
に
任
せ
る
し
か
な
い
」
女
性
と
は
、
や
は
り
分
け
て
考
え
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
。 

 

か
つ
て
松
下
幸
之
助
は
「
水
道
哲
学
」
を
提
唱
し
た
が
、
皮
肉
な
こ
と
に
、

現
在
、
女
性
の
性
は
水
道
の
水
の
よ
う
に
供
給
さ
れ
て
い
る
。
あ
ま
り
に
大
量

に
溢
れ
出
す
ぎ
て
い
て
、
女
性
の
性
が
あ
ま
り
に
廉
価
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
。
そ
れ
は
む
ろ
ん
、
男
性
だ
け
が
起
こ
し
た
事
態
で
も
、
女
性
だ
け
が
起
こ

し
た
事
態
で
も
な
い
。
両
性
が
起
こ
し
た
事
態
で
あ
る
。 

 

も
は
や
、「
高
価
か
廉
価
か
と
い
う
以
前
に
、
女
性
の
性
に
値
段
を
付
け
る
こ

と
が
不
自
然
で
あ
る
」
と
い
う
理
想
論
も
、
崇
高
に
は
聞
こ
え
な
く
な
っ
て
い

る
。
我
々
の
労
働
に
も
値
段
は
付
い
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
毎
朝
玄
関
を
出
て

い
く
。
そ
し
て
、
職
場
に
も
色
々
な
性
嗜
好
の
同
僚
が
い
る
。
皮
肉
な
こ
と
に
、

そ
れ
が
社
会
で
あ
る
。 

 

▼ 

私
が
ご
相
談
を
受
け
て
交
流
し
て
き
た
、
精
神
・
身
体
症
状
や
共
感
覚
、

そ
の
他
の
特
殊
知
覚
・
症
状
を
持
つ
女
性
の
皆
様
に
、
私
の
サ
イ
ト
内
の
女
性

専
用
ス
ペ
ー
ス
の
管
理
・
運
営
を
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ

ら
の
女
性
の
皆
様
が
入
居
者
の
多
く
を
占
め
る
、
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
型
の
女
性
寮

に
協
力
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

 

女
性
に
特
有
の
症
状
・
知
覚
に
つ
い
て
は
、
女
性
ス
タ
ッ
フ
お
よ
び
寮
生
に

解
説
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。 

 

↓ 

●
「
精
神
・
身
体
症
状
、
共
感
覚
、
そ
の
他
の
特
殊
知
覚
・
症
状
の
解

説
の
分
担
な
ど
に
つ
い
て
」
を
参
照
。 

 

岩
崎
純
一
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト 

女
性
専
用
ス
ペ
ー
ス 
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第
五
章 

「
岩
崎
式
日
本
語
」
に
ま
つ
わ
る
個
人
的
交
流 

  

機
能
不
全
家
族
の
中
で
育
ち
、
成
人
し
て
か
ら
性
欲
不
全
や
異
性
恐
怖
症
を

呈
し
て
し
ま
っ
た
女
性
の
方
に
よ
り
、
家
族
に
対
す
る
秘
密
言
語
と
し
て
岩
崎

式
日
本
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。 

  

参
考
文
献
（
精
神
疾
患
研
究
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
挙
げ
た
文
献
以
外
） 

 "H
B

IG
D

A
 

S
ta

n
d

a
rd

s 
O

f 
C

a
re

 
F

o
r 

G
e
n

d
e
r 

Id
e
n

tity
 

D
iso

rd
e
rs, 

S
ix

th
 
V

e
rsio

n
" 

(P
D

F
). 

S
ta

n
d

a
rd

s 
O

f 
C

a
re

 
F

o
r 

G
e
n

d
e
r 

Id
e
n

tity
 

D
iso

rd
e
rs. 

H
a

rry
 

B
e
n

ja
m

in
 

In
te

rn
a

tio
n

a
l 

G
e
n

d
e
r 

D
y
sp

h
o
ria

 

A
sso

cia
tio

n
. 2

0
0

1
-0

2
. 

C
o
n

w
a

y, L
y
n

n
. "H

o
w

 F
re

q
u

e
n

tly
 D

o
e
s T

ra
n

ss
e
x
u

a
lism

 O
ccu

r?". 

R
e
trie

v
e
d

 7
 A

p
ril 2

0
1

3
. 

『
性
的
倒
錯
―
恋
愛
の
精
神
病
理
学
』 

M
e
d

a
rd

 
B

o
ss

（
著
）、
村
上
仁 

(

翻

訳)

、
吉
田
和
夫 

(

翻
訳)

、
み
す
ず
書
房
、
新
装
版
、
一
九
九
八 

「
Ｅ
Ｄ
（
勃
起
障
害
）
に
つ
い
て
ナ
ー
ス
が
知
っ
て
お
く
べ
き
こ
と
」『
泌
尿
器

ケ
ア
』
二
〇
一
〇
年
九
月
号
、
メ
デ
ィ
カ
出
版 

「
性
同
一
性
障
害
に
関
す
る
診
断
と
治
療
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
第

3

版
）」 

日

本
精
神
神
経
学
会
、
二
〇
〇
六 

  

解
離
性
障
害
（
離
人
症
・
多
重
人
格
な
ど
）、
性
犯
罪
被
害
、
共
感
覚
の
密
接
な

関
係 

  

二
〇
〇
九
年
四
月
十
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 

 

性
犯
罪
被
害
に
あ
っ
た
女
性
が
し
ば
し
ば
離
人
症
や
解
離
性
同
一
性
障
害
（
か

つ
て
多
重
人
格
と
呼
ば
れ
た
）、
鬱
病
、
統
合
失
調
症
な
ど
に
陥
る
こ
と
が
知
ら

れ
る
が
、
さ
ら
に
共
感
覚
を
も
取
り
戻
す
こ
と
が
あ
る
。
幼
児
期
の
性
的
虐
待

か
成
人
後
の
強
姦
被
害
か
に
は
関
係
な
く
、
若
い
女
性
で
あ
れ
ば
い
つ
で
も
発

症
し
う
る
。 



『岩崎純一全集』第二十七巻「人文科学（二の七）」 

9 

 

（
「
～
障
害
」
と
い
う
言
い
方
を
す
る
の
は
心
苦
し
い
で
す
が
、
便
宜
的
に
そ
う

書
く
こ
と
を
許
し
て
下
さ
い
。） 

 

見
方
を
変
え
れ
ば
、
共
感
覚
と
は
、
一
度
失
う
と
、
そ
の
く
ら
い
の
こ
と
が
な

い
限
り
、
蘇
る
こ
と
は
な
い
も
の
で
あ
る
。
解
離
性
同
一
性
障
害
は
、
最
近
の

研
究
で
も
共
感
覚
に
匹
敵
す
る
割
合
で
女
性
に
多
い
（
一
説
に
、
男
性
の
お
よ

そ9

倍
）。
想
像
を
絶
す
る
苦
痛
体
験
か
ら
自
我
を
守
る
防
御
反
応
と
定
義
さ
れ

る
こ
れ
ら
各
種
の
解
離
性
障
害
と
、
共
感
覚
と
が
、
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
こ

と
は
興
味
深
い
。
同
様
に
し
て
、
私
自
身
が2

6

年
間
自
覚
し
て
や
ま
な
い
解
離

感
・
離
人
感
と
対
女
性
共
感
覚
と
の
類
似
性
に
つ
い
て
考
え
た
い
。 

  

女
性
（
１
）
さ
ん
（
成
人
後
の
性
的
暴
力
被
害
）・
・
・
離
人
症
性
障
害
・
解
離

性
同
一
性
障
害
・
共
感
覚 

女
性
（
２
）
さ
ん
（
幼
児
期
の
虐
待
被
害
）・
・
・
離
人
症
性
障
害
・
解
離
性
健

忘
・
解
離
性
昏
迷
・
共
感
覚 

女
性
（
３
）
さ
ん
（
十
代
後
半
で
の
性
的
暴
力
被
害
）
・
・
・
離
人
症
性
障
害
・

不
思
議
の
国
の
ア
リ
ス
症
候
群
・
解
離
性
健
忘
・
解
離
性
遁
走
・
共
感
覚 

 

性
犯
罪
被
害
に
よ
っ
て
解
離
性
障
害
に
な
っ
た
女
性
と
話
を
し
て
い
る
と
、
共

感
覚
と
の
関
連
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
解
離
性
同
一
性
障
害
の
女
性
（
１
）

さ
ん
と
話
し
て
い
る
と
、
「
私
の
体
は
ど
ん
な
に
傷
付
い
て
も
私
の
体
だ
。」
と

言
う
人
格A

と
、「
私
は
そ
ん
な
被
害
に
遭
っ
た
こ
と
は
な
い
。
あ
る
と
し
て
も
、

傷
付
い
た
私
の
体
は
私
の
体
で
は
な
く
て
、
私
の
中
の
第
三
の
女
性C

さ
ん
の

も
の
だ
。
だ
か
ら
私
は
傷
付
い
て
い
な
い
。」
と
言
い
張
る
人
格B

、
性
犯
罪
被

害
に
遭
っ
て
も
傷
付
か
な
い
脳
天
気
な
人
格C

と
が
完
全
に
分
か
れ
て
い
る
こ

と
を
知
る
。
主
人
格
はA

で
、
こ
の
女
性
の
無
傷
時
代
の
性
格
を
踏
襲
し
て
お

り
、A

は
母
親
か
ら
も
ら
っ
た
自
分
の
体
を
本
当
に
大
切
だ
と
思
っ
て
い
る
こ

と
が
よ
く
伝
わ
っ
て
く
る
。
す
な
わ
ち
、
普
段
か
ら
自
分
を
生
ん
だ
親
に
感
謝

し
て
い
る
女
性
ほ
ど
、
性
犯
罪
被
害
に
よ
っ
て
極
め
て
重
大
な
解
離
感
に
陥
る

の
だ
。 

 

そ
し
て
驚
く
べ
き
こ
と
は
、
人
格

A

は
再
び
共
感
覚
を
獲
得
し
た
が
、B

・C

は
た
だ
の
五
感
し
か
持
た
ず
、
こ
の
女
性
は
人
格
がA

か
らB

やC

に
変
わ
る

と
き
に
、
同
時
に
共
感
覚
を
再
び
捨
て
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
心
が

傷
付
い
た
」
こ
と
と
「
共
感
覚
が
蘇
っ
た
」
こ
と
と
は
、
こ
の
女
性
の
中
で
は

密
接
に
関
係
が
あ
る
。「
傷
付
い
て
も
い
る
が
、
そ
れ
と
真
剣
に
向
き
合
っ
て
も

い
る
」
の
は
常
に
「
共
感
覚
を
持
つ

A

」
で
あ
る
。
そ
こ
に
費
や
さ
れ
る
甚
大

な
労
力
が
こ
の
女
性
の
肉
体
を
凌
駕
し
た
と
き
、
肉
体
を
増
や
す
わ
け
に
は
い

か
な
い
か
ら
、
人
格
を
変
え
る
の
で
あ
る
。 

  

対
女
性
共
感
覚
者
の
男
性
は
、
ほ
と
ん
ど
が
い
わ
ゆ
る
知
的
障
害
者
で
あ
る
が
、

そ
う
で
な
い
男
性
を
も
含
め
て
見
ら
れ
る
傾
向
は
、
一
般
の
男
性
か
ら
は
考
え

も
付
か
な
い
甚
大
な
正
義
感
を
持
っ
て
い
る
こ
と
、
極
め
て
確
立
さ
れ
た
美
的

感
覚
や
美
意
識
を
持
っ
て
い
る
こ
と
、
知
的
障
害
が
な
い
場
合
は
む
し
ろ
高
学



『岩崎純一全集』第二十七巻「人文科学（二の七）」 

10 

 

歴
で
あ
る
こ
と
、
西
洋
型
の
男
性
競
争
社
会
を
嫌
悪
し
て
い
る
こ
と
、
ほ
と
ん

ど
が
ニ
ー
ト
に
該
当
す
る
生
活
を
送
っ
て
い
る
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。 

 

そ
し
て
何
よ
り
、
対
女
性
共
感
覚
が
、
し
ば
し
ば
家
族
・
親
族
・
恋
人
・
知
人

女
性
に
性
犯
罪
被
害
（
特
に
強
姦
被
害
）
を
受
け
た
者
が
い
る
男
性
、
ま
た
は

一
般
女
性
が
そ
れ
ら
の
被
害
に
遭
っ
て
い
る
現
場
を
目
撃
し
て
救
助
に
当
た
っ

た
男
性
が
身
に
付
け
て
い
る
共
感
覚
で
あ
る
こ
と
は
、
注
目
に
値
す
る
。
そ
の

た
め
、
対
女
性
共
感
覚
は
、
多
大
な
心
的
外
傷
を
体
験
し
た
人
に
生
じ
るP

T
S

D

な
ど
に
類
似
す
る
感
覚
と
見
る
こ
と
も
で
き
な
い
わ
け
で
は
な
い
。 

 

と
こ
ろ
が
、
そ
の
よ
う
な
環
境
に
な
い
男
性
で
あ
っ
て
も
持
っ
て
い
る
場
合
が

あ
る
。
私
は
と
言
う
と
、
か
な
り
曖
昧
な
位
置
に
い
る
。
直
接
的
に
女
性
を
外

敵
か
ら
防
衛
し
た
体
験
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
の
に
、
対
女
性
共
感
覚
を
維
持

し
て
生
き
て
き
た
。
た
だ
し
、
外
出
時
や
仕
事
に
こ
の
共
感
覚
を
持
ち
込
ま
な

い
と
い
う
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
も
、
あ
る
程
度
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

対
女
性
共
感
覚
は
、
幼
少
期
か
ら
自
覚
し
続
け
て
い
る
男
性
が
い
る
限
り
、
後

天
的
に
特
殊
な
体
験
を
し
た
男
性
の
み
が
持
つ
の
で
は
な
く
、
も
と
も
と
全
て

の
男
性
（
オ
ス
）
が
生
ま
れ
持
っ
て
い
た
も
の
が
、
甚
大
な
心
的
外
傷
を
受
け

た
女
性
と
出
会
っ
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
蘇
る
こ
と
も
あ
る
も
の
、
と
見
な
す

ほ
う
が
正
確
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
、
体
験
者
本
人
に
は
、「
蘇
っ
た
も
の
」
だ
と

い
う
意
識
が
な
い
。
女
性
の
場
合
は
、
あ
と
か
ら
衝
撃
的
な
事
態
に
遭
遇
す
る

こ
と
が
共
感
覚
再
起
の
き
っ
か
け
と
な
り
得
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
ま
さ
に
「
蘇

っ
た
」
と
自
覚
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
だ
。 

 

一
般
的
な
共
感
覚
で
も
、
一
度
失
っ
た
場
合
は
、
性
的
被
害
や
甚
大
な
災
害
を

経
験
し
な
い
限
り
、
い
か
な
る
訓
練
を
積
ん
で
も
そ
れ
を
現
実
の
感
覚
と
し
て

取
り
戻
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
対
女
性
共
感
覚
に
つ
い
て
も
例
外
で
は
な
く
、

一
般
の
男
性
が
後
天
的
な
倫
理
に
お
い
て
持
つ
性
犯
罪
へ
の
嫌
悪
感
や
被
害
者

女
性
へ
の
「
同
情
」
や
「
気
遣
い
」
と
い
っ
た
も
の
と
、
対
女
性
共
感
覚
と
の

間
に
は
、
一
切
の
接
点
が
な
い
。
対
女
性
共
感
覚
が
ま
さ
に
「
我
が
能
力
」
と

し
て
肌
身
に
実
感
さ
れ
る
た
め
に
は
、
少
な
く
と
も
そ
の
「
素
養
」
ら
し
き
も

の
が
前
も
っ
て
日
常
的
に
自
覚
さ
れ
て
い
る
男
性
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、

最
低
限
の
共
感
覚
（
文
字
や
音
に
色
が
見
え
る
な
ど
）、
ア
リ
ス
症
候
群
、
離
人

症
、
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
ま
た
は
自
閉
症
、
絶
対
音
感
な
ど
、
必
ず
持
っ
て

い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
感
覚
や
症
状
が
多
く
あ
り
、
こ
れ
ら
を
持
た
な
い
男
性

は
、
お
そ
ら
く
一
生
涯
、
対
女
性
共
感
覚
を
実
感
す
る
こ
と
は
な
い
。 

 

特
に
離
人
症
は
、
デ
ュ
ガ
（
仏
）
や
ノ
イ
ス
（
米
）
な
ど
に
よ
っ
て
、
生
命
脅

威
的
な
体
験
に
お
け
る
極
度
の
心
的
外
傷
に
よ
っ
て
生
じ
る
こ
と
が
実
証
さ
れ

た
。
女
性
の
場
合
、
性
犯
罪
被
害
が
多
い
が
、
男
性
の
場
合
は
、
社
会
的
・
職

業
的
威
圧
や
疎
外
感
を
覚
え
た
と
き
に
、
も
と
も
と
破
滅
的
・
自
虐
的
な
性
格

で
は
な
く
、
む
し
ろ
責
任
感
と
気
力
を
持
っ
て
い
た
男
性
が
、
強
い
離
人
症
を

生
じ
る
こ
と
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
解
離
性
障
害
と
は
、
む
し
ろ
「
生
き
る
」

た
め
の
一
種
の
能
力
だ
と
言
え
る
の
だ
。
自
殺
者
と
解
離
性
障
害
者
と
は
、
そ

こ
が
決
定
的
に
違
う
点
で
あ
る
。 
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対
女
性
共
感
覚
を
こ
れ
に
従
っ
て
説
明
し
て
み
る
に
、
普
通
な
ら
ば
性
的
被
害

や
暴
力
被
害
を
受
け
た
女
性
を
家
族
や
恋
人
に
持
っ
て
し
ま
っ
た
男
性
は
、
攻

撃
的
な
性
格
の
男
性
で
あ
れ
ば
一
方
的
な
憤
り
や
被
害
者
意
識
に
向
か
う
か

（
そ
れ
は
時
に
、
加
害
者
が
犯
し
た
以
上
の
犯
罪
を
被
害
者
に
起
こ
さ
せ
る
）
、

控
え
め
な
性
格
の
男
性
で
あ
れ
ば
鬱
病
・
パ
ニ
ッ
ク
・
自
殺
行
為
な
ど
に
陥
る

と
こ
ろ
を
、
非
常
に
倫
理
的
・
美
的
意
識
が
高
く
正
義
感
も
強
い
男
性
が
、
そ

う
い
っ
た
身
近
な
女
性
が
受
け
た
「
局
地
的
・
個
人
的
な
」
性
犯
罪
や
暴
力
犯

罪
に
対
す
る
極
度
の
嫌
悪
感
や
憤
慨
を
、
自
ら
の
精
神
力
に
よ
っ
て
落
ち
着
か

せ
、「
あ
ら
ゆ
る
」
女
性
の
生
理
現
象
を
純
粋
に
知
覚
の
レ
ベ
ル
で
感
じ
取
る
と

い
う
性
的
能
力
に
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
た
も
の
で
あ
る
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。 

 

こ
こ
で
は
、
性
犯
罪
者
の
男
性
に
対
す
る
同
じ
男
性
と
し
て
の
対
抗
意
識
は
、

「
自
ら
も
同
様
に
性
犯
罪
を
犯
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
加
害
者
と
同
等
の
“
反
社

会
者
”
と
し
て
の
立
場
に
立
つ
」
こ
と
で
は
な
く
、「
女
性
の
排
卵
・
月
経
を
感

知
す
る
と
い
う
共
感
覚
能
力
を
持
つ
こ
と
で
、
そ
も
そ
も
“
生
物
の
オ
ス
”
と

し
て
優
位
に
立
つ
」
こ
と
に
向
か
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
対
女
性
共
感
覚
は
、

現
代
一
般
的
な
性
的
倫
理
か
ら
は
極
め
て
逸
脱
し
た
能
力
で
あ
り
な
が
ら
、
実

は
そ
れ
を
持
っ
て
い
る
こ
と
自
体
に
お
い
て
は
、
女
性
の
心
身
を
何
ら
傷
付
け

る
こ
と
の
な
い
親
社
会
的
な
性
的
能
力
で
あ
る
。 

 

離
人
症
や
解
離
性
同
一
性
障
害
と
、
統
合
失
調
症
と
の
最
大
の
違
い
は
、
離
人

感
・
非
現
実
感
・
時
空
の
歪
み
・
自
我
意
識
の
変
容
な
ど
を
体
験
し
て
い
る
の

が
ま
さ
に
「
こ
の
自
分
」
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
か
否
か
で
あ
る
。
同

様
に
考
え
れ
ば
、
対
女
性
共
感
覚
は
、
女
性
の
排
卵
や
月
経
を
共
感
覚
色
・
共

感
覚
音
に
よ
っ
て
感
知
し
て
い
る
の
が
ま
さ
に
「
こ
の
自
分
と
い
う
男
」
で
あ

る
と
い
う
自
我
は
保
持
さ
れ
る
点
で
、「
解
離
性
の
性
的
能
力
」
と
で
も
言
え
る
。 

   

第
三
編 

三
十
歳
～
三
十
九
歳 

 

第
一
部 

現
代
日
本
人
の
心
理
の
例
（
二
〇
一
三
） 

  

二
〇
一
四
年
二
月
二
十
五
日 

起
筆 

 

二
〇
一
四
年
三
月
九
日 

公
開 

 

二
〇
一
七
年
九
月
十
一
日 

最
終
更
新 

特
設
サ
イ
ト
「
精
神
病
理
学
・
精
神
疾
患
研
究
」 

   

交
流
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
方
々
の
文
章
で
す
。
皆
様
の
サ
イ
ト
に
て
公
開
さ

れ
て
い
る
場
合
、
そ
の
ア
ド
レ
ス
に
リ
ン
ク
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

●
今
ま
で
の
交
流
の
概
要 

●
当
サ
イ
ト
に
お
け
る
精
神
疾
患
者
等
の
個
人
情
報
の
扱
い
、
お
よ
び
Ｄ
Ｖ
・

暴
力
・
虐
待
等
の
加
害
者
へ
の
対
策
に
つ
い
て 

●
現
代
日
本
人
の
心
理
の
例
（
目
次
・
凡
例
） 
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●
精
神
疾
患
関
連
リ
ン
ク 

 
◆
個
人
交
流
会
や
訪
問
・
見
学
先
（
精
神
病
棟
、
心
身
障
害
者
専
用
施
設
、
Ｄ

Ｖ
・
暴
力
被
害
者
専
用
ハ
ウ
ス
・
シ
ェ
ル
タ
ー
な
ど
）
で
交
流
し
て
き
た
方
々

の
言
葉
・
文
章
を
載
せ
て
い
ま
す
。「
同
じ
よ
う
な
悩
み
を
抱
え
て
い
る
方
々
の

力
に
な
り
た
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
公
開
を
希
望
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。 

 

◆
交
流
者
数
は
ほ
ぼ
男
女
同
数
で
す
が
、
個
人
的
に
、
ご
自
身
の
症
状
や
苦
悩

を
自
ら
言
葉
に
し
に
く
い
発
達
障
害
・
知
的
障
害
・
言
語
障
害
や
ひ
き
こ
も
り
・

ニ
ー
ト
の
男
性
と
、
そ
れ
ら
を
自
ら
言
葉
に
で
き
人
に
聞
い
て
も
ら
い
た
い
と

い
う
希
望
・
欲
求
の
強
い
不
安
障
害
・
摂
食
障
害
・
解
離
性
障
害
・
パ
ー
ソ
ナ

リ
テ
ィ
ー
障
害
の
女
性
と
の
交
流
が
多
い
の
で
、
こ
こ
に
掲
載
し
て
い
る
言

葉
・
文
章
も
必
然
的
に
女
性
の
も
の
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

  

男
性
の
言
葉
・
文
章
も
掲
載
し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

▼ 

私
が
ご
相
談
を
受
け
て
交
流
し
て
き
た
、
精
神
・
身
体
症
状
や
共
感
覚
、

そ
の
他
の
特
殊
知
覚
・
症
状
を
持
つ
女
性
の
皆
様
に
、
私
の
サ
イ
ト
内
の
女
性

専
用
ス
ペ
ー
ス
の
管
理
・
運
営
を
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ

ら
の
女
性
の
皆
様
が
入
居
者
の
多
く
を
占
め
る
、
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
型
の
女
性
寮

に
協
力
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

 

女
性
に
特
有
の
症
状
・
知
覚
に
つ
い
て
は
、
女
性
ス
タ
ッ
フ
お
よ
び
寮
生
に

解
説
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。 

 

↓ 

●
「
精
神
・
身
体
症
状
、
共
感
覚
、
そ
の
他
の
特
殊
知
覚
・
症
状
の
解

説
の
分
担
な
ど
に
つ
い
て
」
を
参
照
。 

 

岩
崎
純
一
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト 

女
性
専
用
ス
ペ
ー
ス 

 

  

●
二
十
代
女
性
（
二
〇
一
三
） 

 
（
１
）--- 

（
２
）
家
庭
環
境
・
個
人
的
な
理
由
な
ど
に
よ
る
通
常
の
（
精
神
疾
患
の
基
準
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を
満
た
さ
な
い
）
範
囲
内
で
の
悩
み 

（
３
）
性
・
性
別
に
つ
い
て
の
意
見
、
女
性
に
対
す
る
「
守
り
た
い
」
と
い
う

思
い
な
ど
が
、
非
常
に
素
直
に
書
か
れ
て
い
る
。 
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●二十代女性（二〇一三） 

 

（１）--- 

（２）家庭環境・個人的な理由などによる通常の（精神疾患の基準を満たさない）範囲内

での悩み 

（３）性・性別についての意見、女性に対する「守りたい」という思いなどが、非常に素

直に書かれている。 

 

私は動物だ。 

でも私は動物じゃない。 

こんなおバカなヘンな日本語をすぐにわかってもらえたのはめずらしい。 

 

この前、岩崎純一さんにお会いした。 

 

いきなりだけど、岩崎さんは女性の体が「見える」人だ。 

見えるっていうのが、私にはあなたのオーラが見えるの「見える」じゃなくて、 

女性の服や顔やホクロが見えるのとおなじ「見える」。 

 

その感じで色や音で排卵とかが見えるから、 

共感覚の一つと言えるんだ。 
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でも問題は（相談は）そのことではなくて、私の過去のこと。 

私は私の体を憎んでいる。 

なぜなら、私が女性に生まれなかったら起きなかったことがとても多いから。 

そうして私は性というものがわからなくなった。 

 

女性のままだと、残念な経験を思い出すから、 

とりあえず女性はやめてみたいけど、 

男性になるのもやった側の性なので、どちらもいやだ。 

私は人間そのものへの愛に生きるほうが向いてると思う。 

ほんとうに男はバカだと思う。 

男はバカだと言ったら男は怒って去るに決まってるので、 

みんな去ってった。 

 

ふつうなら、私はきっとレズっぽいんだ。 

ただ私のは、男性の心で女性を愛するのとはちがう。 

レズの人だと、どっちかかたっぽがボーイッシュだったりするけど、 

私は外見はものすごく女そのもの。 
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いずれ私もどこかの男との子を宿すのでしょう。 

でも、とりあえず一回は女性としないと、体がデトックスされる気がしない。 

こんなこと考えてる私はおバカ。 

ただし私の母は女ではありません。 

女とは認めないです。 

 

私は、純粋な女性の心が持てなくなった事情があるから、 

中途半端に空に浮いて、私とおなじような女性を愛したいだけ。 

 

岩崎さんは、日本文化だとか日本の女らしさとか、 

電車のなかで女性が化粧するのはやめたほうがいいって本に書いてたりするのに、 

どうして私のおバカな言葉の意味がわかったのかはわからない。 

でも、意味がわかるんだろうってことは岩崎さんの全体からわかった。 

 

岩崎さんの本は、はじめエロ本か！？って思った。 

読んだらエロ本と真逆。 

 

 


